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研究成果概要 
令和 6 年度に支給された研究費は、ALPAQUITA 実験のある Bolivia での現地作業をお

こなうために、Bolivia への渡航費の一部として、参加研究者とその共同研究者が使用し

た。現地では ALPAQUITA 実験の地下ミューオン観測装置に関する現地建設業者・研究

者との議論、故障したハードウェアモジュールの取り替え、検出器の較正作業などが行

われた。 
令和 7 年度には、ミューオン観測装置が稼働を始める予定である。南天の明るい未同定

ガンマ線天体 HESS J1702−420A や、パルサー星雲 Vela X が一年観測から検出できる

と期待される。前者はブラックホールによる宇宙線加速シナリオ、後者はパルサー星雲

による宇宙線加速シナリオを検証するのに最適な天体であり、ALPAQUITA 実験のデー

タ解析を通して、これらの物理を検証する予定である。 
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